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研究成果概要 

 本研究では、樹木年輪や氷床コアの分析により太陽活動 

および宇宙線到来量の長期的変動の復元を行いその特性と 

物理を明らかにするとともに、太陽活動および宇宙線変動 

と気候変動との関わりやその詳細なメカニズムを解明する 

ことを目的としている。 

 22年度は特に、マウンダー極小期における宇宙線の特異 

的な変動と北半球の気候変動との関わりについて重点的に 

研究を行った。マウンダー極小期においては、太陽圏磁場の 

大規模構造の変化にともなうと考えられる宇宙線の 22年変 

動成分の増幅が起こっていた。また、太陽周期が 14年に伸 

びていたために実際には顕著な 28年周期として検出されている。樹木年輪中の酸素同位

体比の変動をもとに日本の梅雨時期の相対湿度を 1 年値で復元したところ、宇宙線フラ

ックスの 28年に 1度の急激な増加と同時期に相対湿度が 1年スケールで急激に増加して

いたことが明らかとなった。同様の 1 年スケールの気候変動はグリーンランド気温や北

半球気温データ等にも検出された。宇宙線が北半球の広い範囲にわたって重要な役割を

果たしている可能性が高いことが示された[1]。 

 本年度はさらに、衛星観測による雲データの解析により気候システムが太陽活動や宇

宙線変動に応答するメカニズムについて解析を行った[2]。その結果、赤道熱帯域がそれ

ら外的要因の影響を複雑に受容している可能性があることが示された。 

そのほか、太陽活動が長期的に低下する際の太陽活動 11年周期の変遷について研究を

行った[3]。 
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